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QA35 チェルノブイリでは子どもの甲状腺がんが多く発症した、と聞きます

が、福島県は本当に大丈夫なのでしょうか

 今回の福島の原発事故は、よくチェルノブイリ原発事故と比較されますが、放出された

放射線量はかなり少ない（およそ 7 分の 1）とされています。

また、実際の甲状腺被ばく線量はチェルノブイリと比較し、極めて低いと見られています。

これは、福島県では、放射性ヨウ素の影響が考えられる食物等の出荷規制や摂取制限が早

い段階で実施され、甲状腺の内部被ばくが低く抑えられたため、と考えられています。ま

た原発周辺の線量の高い地域から速やかに避難がなされたことも内部被ばくが低く抑えら

れた要因です。

甲状腺は体の表面に近いところにありますので、外部被ばくの影響を受けやすいと言わ

れていますが、広島、長崎の原爆被害者や小児期に頸部へ放射線を照射する治療の経験が

ある方の場合には、現在の福島で知られているような外部被ばく線量よりもかなり高い線

量で甲状腺がんの発症増加を認めているようです。一方、チェルノブイリでは、放射性ヨ

ウ素汚染ミルクによる内部被ばくによって小児甲状腺がんが増加したといわれています。

福島県でも現在知られている外部被ばくの線量では甲状腺に健康被害を及ぼすとは考えに

くい状況ですが、放射性ヨウ素の内部被ばくについてはすべての個人について正確にわか

っているわけではありませんので、被ばく線量からだけでは甲状腺がん発症のリスクは否

定できません。

しかし、福島県での甲状腺がんの発生は被ばくリスクが高いといわれる年齢の低い方の

発症が少ないことや、「県民健康調査」の基本調査の結果から、空間線量がやや異なってい

るにもかかわらず、浜通り、中通り、会津間の甲状腺がんの割合に地域差があまり見られ

ていないなどの理由から、現時点においては、放射線による甲状腺の健康被害とは考えに

くいとされています。
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